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I . 緒 言

金属錯塩 の抗 菌性 に関する研究 の一端 として,オ

キシン(OXと 略 す)のCu,及 びCo錯 塩 を例 と し

て選び,前 編 に於ては菌の発育,並 びに発育途次の

グル コース分解に対 するOX, Cu++, Co++, OX+

Cu++, OX+Co++の 影響 を検討 し, OXとCu++

或 はOXとCo++の 協 力 的 発 育 抑制作用は, OX

と金属 イオ ンの濃度比が比較的接近 した場合 に顕著

に現 われ,又 発育途次の グル コース分 解様式はOX

+Cu++或 はOX+Co++添 加 で はOX, Cu++,

 Co++を 各 単独 で添加 した場合 とは異 ることを見 ,

 OX-Cu, OX-CoはErlenmeyer5)の 推 定 した如 く錯

塩 自体 として抗菌性を示 す ものと考え られ ることを

述べた.

本 編 に於いては引 きつづ きそれ らの作用 を検討す

るため, OX, Cll++, Co++, OX+Cu++, OX+Co++

を 添加 した培地に継代 して馴 ら した各菌の酵 素的性

状 を比較す ることと した.

Ⅱ. 実 験 材 料 及 び 実 験 方 法

供 試細菌: Sh. flexneri 2a(駒 込BⅢ), St.

 aureus(寺 島株)の 教 室保存株

菌培養法:

ペ プ トン　 10.0g

グル コース　 3.6〃

食 塩　 3.0〃

第 二燐 酸ソーダ　 2.5〃

第 一燐塩 カ リ　 0.35〃

寒 天　 30.0〃

水　 1.0l

pH 7.2

の 組成 の培 地にOX4×10.4M, Cu++4×10-4M,

 Co++4×10-4M, OX(10-4M)十Cu++(1/2×10-4M) ,

 OX(10-4M)+Co++(1/2×10-4M)を そ れ ぞれ添加

したものに継代 して馴 らして から,そ の24時 間培養

菌を静止菌 と して用いた.

尚各添加物は最 初低濃度 のものに継代 し,馴 れ る

に従つて順次濃度 を上 げて行 くように した.

静 止菌浮游液の調製:培 地 よ り集 め た 菌体 を

M/50燐 酸緩衝液(0.85% NaCl加, pH 7.2)で2

回遠沈洗滌 し,再 び同一組成 の緩衝液に浮游 せ しめ

た.

菌 量 は光電比濁計 によ り比濁 し,あ らか じめ作成

した標準曲線 と対比 して決定 した.

カ タ ラーゼ活 性 の測 定: Warburg検 圧 計 を用

い10),容 器 の主室に菌液2.0m1(湿 菌 量1mg) ,蒸

溜 水0.7mlを 入 れ,側 室 よりH2O2 0.3mlを 混 入,

 10分 間 のO2発 生 量を測定 して比 較 した .

阻 害剤を用い る場合は主室 に蒸溜水の代 りに阻害
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剤 溶液 を入れ るよ うに した.

O2消 費量 の測定: Warburg検 圧 計 を 用 い 常

法11)に 従 つた.

基 質,阻 害 剤,金 属 イオ ン:何 れ も市販品 を蒸

溜水 に溶解 して用 いた. Cu++は 硫 酸 銅, Co++は

塩 化 コバル トとした.

グル コー ス及 びその分解産物の定 量:何 れ も前 編

同様 に した.

Ⅲ. 実 験 成 績

1. 各 培 地発育菌のカ タラーゼ活 性,及 びこれに

対す る阻害 剤の影響

OX, Cu++, Co++はFeそ の他 の金属 イオ ンと

結 合,或 は拮抗す ると考え られ,従 つて これ らを添

加 した培地に発育 した菌体 では,含 鉄酵素系の減弱

す る可能 性が予 想され る.

第1表　 各菌のカタラ-ゼ 活性に対 する阻害剤の影響

Sh. flegneri

そこで含鉄酵 素の 例 としてカタラーゼを選び,

 OX, Cu++, Co++, OX+Cu++, OX+Co++を 添 加

した 培 地 に 発 育 し た 菌 体(そ れ ぞれOX菌, Cu

菌, Co菌, OX・Cu菌, OX・Co菌 と 略 す)の カ タ

ラーゼ活性 を比 較 し,又 同時に これに対す るKCN,

 NaN3, HXAの 阻 害効果の差異を見 ることにより,

それ ら阻害 剤の菌体表面透過性,ひ いては菌体表面

構造 の変化 をうかが う一助 と した.

カ タ ラーゼ 活 性 は 菌 液 にH2O2を 添 加 して10分

間 のO2発 生 量を以て比 較 した.阻 害 剤はWarburg

検 圧 計 の容器の主室に菌液 と共 に入れ,よ く接触せ

しめて から15分 後にH2O2を 混 入 す るよ うに し,

 Sh. flexneriで はKCNは10.3M, 10-4M, NaN3,

 HXAは10-4M, 10-5Mと し, St. aureuaで は

KCN, NaN3, HXA共 に10-3M, 10-9Mと な るよ

うにして用 いた.

結果 はSh. flegneriで は第1表 の 如 くであり,

阻 害剤無添加で は対照菌(阻 害物質 無添加培地発育

菌)のO2発 生 量182μlに 対 しOX菌 で は47μ1

と な り著明な カタラーゼ活性低下が見 られ, Cu菌,

 Co菌, OX・Cu菌, OX・Co菌 で はそれぞれ178, 171,

 180, 176μlで 対照菌 と大差は見 られなかつ た.

第2表　 各菌のカタラーゼ活性に対 す る阻害 剤の影響

St. aureus

而 してKCN10-3M, 10-4M添 加 で は対照菌で著

明なO2発 生 の阻害 が見 られ たが,他 菌ではKCN

阻害 は比較 的少 な く, NaN310-4Mで は 各 菌共著明

な阻害 を受け. 10-5Mで は 対 照 菌 の みが約50%の
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阻害を受 けた他 は殆 んど影響 は認 あ られなかつた.

HXAは10-4MでOX・Cu菌 以外 の菌で著明な

阻害を及ぼ したが, OX・Cu菌 で は 比 較 的 影響 は

少 く10-5Mで は各菌共阻害 は比較的 少 く, OX・Cu

菌で はむ しろO2発 生の増大 が見 られた.

St. aureusで は第2表 の如 くで あ り,阻 害 剤 無

添加では対照 菌の129μ1に 対 し, OX菌 で は82μl

でSh. flexnerlに 於 ける程著明で はないが,や は

リカタラーゼ活 性 の 低 下 が 認 め られ, Co菌 で は

191μ1で 対照菌よ りはか な り活 性が大であつ た.

他 菌で は対照菌との間に著差は見 られなかつた.

而 してKCNに よ る阻 害 は 一般に極めて小 であ

り, NaN3は10-4MでCo菌 の みで やや阻 害 が見 ら

れ, 10-3で は各 菌共 かな りの 阻 害 を受 けるが, Co

菌 に於て は特に著 しか つた, HXAも10-4Mで は

各菌共著明な 影 響 を 与 えず. 10-3Mで は対照 菌,

 Co菌 の みがかな り著明な阻害 を受 けた.

2. 各 菌 のO2消 費及 び これに対す る阻害剤 の影

響

先づ両供試菌につ き,各 培地発育菌体 のグル コー

ス,グ ル コン酸,リ ボース,乳 酸,焦 性ブ ドー酸,

醋 酸,コ ハ ク酸,フ マル酸を基質 としたO2消 費量

(1時 間値)を 比較 した.

O2消 費量 はWarburg検 圧 計 を 用 いて測定 し,

菌量はSh. flexneriで は湿菌20mg/cup, St. aureus

で は60mg/cupと し,基 質 は す べ て10-2Mと な

るように して加えた.

第3表　 各 菌 の 基 質 別O2消 費 量

Sh, flexneri　 O2消 費量 μ1

第4表　 各 菌 の 基 質 別O2消 費 量

St. aureus　 O2消 費 量 μl

結果 はSh. flexneriで は第3表 に示す如 くであ

り,対 照菌ではグル コース,乳 酸 を 基質 としたO2

消費が最 も大 で それぞれ267μl, 260μlで あ り,

次 いで焦性 ブ ドー酸92μl,コ ハ ク酸81μl,フ マ ル

酸84μlで 他の基質では殆ん どO2消 費は見 られな

かつた.

これ に対 しOX菌, Co菌 で は焦 性 ブ ドー酸,コ

バ ク酸,フ マル酸を基質 と したO2消 費が 著 し く小

で あり, OX・Cu菌, OX・Co菌 で も対 照菌に比 し

やや小であ るが, Cu菌 で は対照 菌 よ りもむ しろ大

で あつた.

St. aureusで は第4表 の 如 くで あ り,対 照菌で

は グル コースを基質 と したO2消 費が最 も大で,
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次 いで乳酸,焦 性 ブ ドー酸,コ ハク酸,フ ーマル酸

な どであ り,グ ル コン酸,リ ポース,醋 酸では比較

的O2消 費量が小であつた.

これ に対 し, OX菌, Co菌, OX・Co菌, OX・Cu菌

で は焦性 ブ ドー酸を基質 と したO2消 費 は対照菌に

比 し小で,特 にOX菌, Co菌 に 於 いて著 しく,又

コハ ク酸,フ マル酸を基質 と したO2消 費 もやや低

い傾向が見 られた.

然 しCu菌 で はSh.fleaneriに 於 け ると同様,

焦 性 ブ ドー酸,コ ハ ク酸,フ マ ル 酸を基質 とした

O2消 費は対照菌よ りむ しろ大であつ た.

以上 の如 く,各 培 地 に発 育 した菌の間に基質別

O2消 費 に於いて明 らか に差異が認 められた.

次 に各菌 の酵素的性状特 にH伝 達系の差異 をうか

が う一助 と して,含 鉄酵素を阻害す ると考 え られ る

KCN,及 びSH基 を含む酵素 反 応 を阻害す ると考

え られてい るモノ ヨー ド醋酸(MIAと 略 す)のO2

消 費 に対す る影響を比 較 した.

これ ら阻害剤はwarburg検 圧 計 容器 の主室 に菌

液 と共 に入れ,あ らかじめよ く接触せ しめてか ら15

分 後 に側室 より基質 を混入 して1時 間のO2消 費 量

を測定 した.

基 質は グル コース,乳 酸,焦 性ブ ドー酸,コ ハ ク

酸 と し,何 れ も10-2Mと な る よ うに して用い,

 KCN, MIAは 共 に10-3Mと した.

Sh. flesneriで は第5表 の如 き結果 であ り,グ ル

コースを基質 と した場 合 には, KCNに よ る阻害 は

対照 菌で最 も著 しく, Co菌, OX・Co菌 で もかな り

の阻害が見 られるが, OX菌, Cu菌, OX・Co菌 で

は阻害は比 較的小で あり,特 にCu菌 で はむ しろO2

消 費促 進が 見 られた.

又MIAに よ る阻 害 はOX菌, Cu菌, OX・Co

菌 で最 も大で,次 い でOX・Cu菌 で あ り, Co菌 で

は最 も小 であつ た.

乳 酸を基質 とした場合 には, KCN阻 害 は対照菌,

 Co菌, OX・Cu菌 で 大 で あ り, OX菌, Cu菌,

 OX・Co菌 で は小 であつ た. MIAで はOX・Co菌

に 於て著明な阻害が見 られるほかは阻害度 は一般 に

小で あつた.

焦 性 ブ ドー酸を 基 質 と した 場 合 には前述の如 く

OX菌, C0菌, OX・Cu菌, OX・Co菌 のO2消 費

は小で あり阻害剤 の影響 も判別 し難いが,各 菌共 一

般 にKCN, MDAの 阻 害 は他 の 基 質 に於 けるよ り

は大で あり特 に対 照 菌 に於 けるKCN, MIAの 阻

害, Cu菌 に於 けるMDAの 阻害 は顕 著であつ た.

コハ ク酸を基質 に した場 合 にも,対 照菌, Cu菌

以 外のO2消 費が小 であ り,阻 害剤の影響 も分 りに

くいが、 KCNに よ る 阻 害 は対照菌, Co菌 で大で

あ り, MIA阻 害 はOX菌, OX・Co菌 で大 のよ うで

あつた.

St. aureusで は第6表 に示 す通 りで, KCN阻 害

は各菌,各 基質共 に 小 であ り, MIA阻 害 は グル コ

ー スを基質 と した場合 には対照菌
, OX・Cu菌 で比

較的大であ り,次 いでCu菌, Co菌, OX・Co菌 で,

 OX菌 で は殆 んど阻害 はみ られ なかつた.

第5表　 各 菌 のO2消 費 に 対 す るKCN, MIAの 影 響

Sh. flexneri

乳酸を基質とした場合にはOX・Co菌 でやや著 明
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な阻害が見 られた他は影響は比較的小であり,焦 性

ブドー酸を基質 と した場 合はSh. flexneri同 様,

これら阻害剤の影響は他基質に比 し大であつたが各

菌間に著差は見 られず,コ ハク酸を基質とした場合

にはCo菌, Cu菌, OX・Co菌 で阻害 が 見られた

他は小であつた.

第6表　 各 菌のO2消 費に対す るKCN, MIAの 影 響

St. aureus

第7表　 各菌 のO2消 費 に 対 す るCu++

の影 響

Sh. flesneri

以 上 の如 く両供試菌共,各 培 地発育間 に阻害剤 の

影響 に差 異があ ることは明 らかに認 め られ たが,そ

の差異は 基 質 に よ つ て ま ちまちであ り.又Sh.

 fleaneriとSt. aureusと によつて も異 り,そ の間

に一定の傾向を見 出す ことは出来 なかつ た.

3. 各 菌 のO2消 費 に対 するCu++, Co++の 影 響

両供試菌に於いて,各 培地 に発育 した菌体,特 に

Cu菌 とOX・Cu菌, Co菌 とOX・Co菌 の 間の差異

を見出す一助 と して, OX菌, Cu菌, OX・Cu菌 の

O2消 費 に対す るCu++の 影 響,並 びにOX菌, Co

菌, OX・Co菌 のO2消 費 に対す るCo菌 の影響を

比較 した.

Cu++は10.6M, 10-5M, 10-4M, Co++は10-5M,

 10-4M, 10-3Mの 濃 度 と し,こ れ らイオ ンはWar

burg検 圧 計容器の主室 に菌 液 と共に入 れ, 15分 間

よ く接触せ しめてか ら側 室よ り基質を混入 し1時 間

のO2消 費 量を測定 した.基 質 はグル コース,乳 酸,

焦 性ブ ドー酸,コ ハ ク酸の4種 と した.

Sh. fleaneriに 於 けるCu++の 影 響 は第7表 の

如 くで あ り,グ ル コースを基質 と した場合対照菌で

はCu++無 添 加のO2消 費266μ1で あ るのに対 し,

 Cu++10-6M添 加 で憾207μ1, 10-6M, 10-4M添 加 で

はそれぞれ86, 56μ1と なつ て著明 な阻害が見ら

れるが, Cu菌 に於 け る阻 害 は小 であり, OX菌

OX・Cu菌 ではCu菌 よりもはるかに阻害は大であ

つた.

他の基質に於いても同様の傾向が見られ,又St.

 aureusに 於いても第9表 の如 く同様であつた.
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Sh. flexneriに 於 け るCo++の 影 響 は第9表 の

如 くであ り,グ ル コースを基質 とした場 合対照 菌で

はCo++無 添 加 のO2消 費248μ1, Co++10-5M,

 10-4M, 10-3M添 加 ではそ れぞれ162, 52, 34μ1と

なつ て10-9M以 上 で著明な阻害が見 られ, OX菌,

 OX・Co菌 で もかな りの阻害が見 られ るのに対 し,

 Co菌 で はCo++阻 害 は小 であつ た.

第8表　 各 菌 のO2消 費 に 対 す るCu++

の 影 響

St. aureus

第9表　 各 菌 のO2消 費 に 対 す るCo++

の 影 響

Sh. fleaneri

他 の基質に於て も同様 で,対 照菌での阻害が最大

であ り,Co菌 で は 阻 害 は少 く, OX菌, OX・Co菌

で はそれ らの中間の阻害度 であつ た.

St. aureusで は 第10表 の如 く, Sh. fleaneriに

比 しCo++の 影響 は一般 にやや小 であ るが,特 にCo

菌 で の阻害度 は最 も少 く,対 照菌で最大 であつ た.

第10表　 各 菌 のO2消 費 に対 す るCo++

の 影 響

St. aureus

以 上 の如 くOX菌, Cu菌, OX・Cu菌 はCu++に

対 す る態度(抵 抗性)を 異に し,又OX菌, OX・Co

菌 で はCo++に 対 する 態 度 を 異 にす るこ とが認 め

られた.

4. 各 菌 のグル コース酸化 に於け る量的関係

各培地 に発育 した菌の グル コー スの酸化様式 に差

異が あ るか 否 かを見 るため, Warburg検 圧 計を用

い,菌 液 にグル コース(30μM/cup ,)を 加 え, 2時

間 振盪 してO2消 費屋を測定 し,更 に 遠沈上清 中の

グル コース消費量,焦 性 ブ ドー酸,乳 酸,醋 酸蓄積

量 をそれ ぞれ測定 した.

又 阻害剤 と してKCN,亜 砒 酸 を 添 加 した影響

を も検 討 した. KCNはSh. fleaneriで は10-3M,
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第11表　 各菌 のグルコース酸化 とこれに対す るKCN,亜 砒 酸の影響

Sh. flexneri

第12表　 各 菌の グルコー ス酸化 とこれに対す るKCN,亜 砒 酸の影響

St. aureus
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St. aureusで は10-2M,亜 砒 酸 は 両菌共10-3Mと

し, Warburg検 圧 計 の容 器 の主 室に菌液 と共 に入

れてあ らか じめよ く接触せ しめ, 15分 後 に側 室よ り

グル コースを混入 す るよ うに した.

Sh. flexneriで は 第11表 の 如き結果であ り,阻 害

剤 無添加 では,対 照 菌に於いてはO2消 費17.9μM,

グル コー ス消 費12.1μM,焦 性 ブ ドー酸,乳 酸,

醋 酸蓄積 はそれ ぞれ1.7, 0.8, 0.9で あ るのに対 し,

 OX菌 で はそれ ぞれ14.1, 12.9, 6.8, 0.6, 0.8μMと

なつ てO2消 費に対 す るグル コー ス消費の割 合は対

照 菌に於 けるよりも大であ り,又 焦性 ブ ドー酸蓄積

の割合 も大であつ た.

Cu菌 で はそれぞれ16.3, 13.1, 0.9, 0, 1.1μMで,

分 解産物蓄 積 は 対 照 菌 よ り も著 し く小 であ り,

 OX・Cu菌 で はそれぞれ13.7, 11.1, 1.1, 2.4, 0.9μM

でO2消 費 に対 するグル コース消費の割 合は,対 照

菌よ りはやや小であ るが, OX菌 よ りは大であ り,

分 解産物は乳醋 蓄 積 がやや大 となつて対照 菌, OX

菌, Cu菌 と は何れ も異 ることが認 め られ た.

又Co菌 で はそれぞれ11.3, 11.9, 6.6, 2.9, 0.9μM

で あつ て, O2消 費 に 対 す るグル コース消費の割 合

は対照 菌よりは著 し く大 であ り,焦 性 ブ ドー酸,乳

酸蓄積 も著明に大 であ るのに 対 し, OX・Co菌 で は

それぞれ12.9, 10.8, 1.1, 3.4, 0.9μMで あつて分解

産物 と しての乳酸蓄 積は対照 菌よ りもやや大であ る

が,焦 性 ブ ドー酸蓄 積は 大 差 な く, OX菌, Co菌

とは明 らかに様相 を異 に していた.

而 してKCN添 加 で は 各 菌共O2消 費に対する

グル コース消費の割 合は増大 し,又 分解産物特に乳

酸 蓄積が大 とな り,グ ル コース消費1Mに 対す る焦

性 ブ ドー酸,乳 酸蓄積の 合計は1M以 上 とな り,各

菌間 に量 的関係 の差異 は殆ん ど見 られな くなつた.

又 亜砒酸添加 に於いては焦 性 プ ドー酸蓄積 が増大

し,グ ル コース消費1Mに 対す る焦性 ブ ドー酸,乳

酸蓄積 の合計 は1M以 上 となつ て各菌間の差 はやは

り見 られな くなつ た.

St. aureusで は第12表 の 如 くであ り, Sh. flexneri

に 於 け ると同様の傾 向が見 られ,従 つて両供試菌共

各培 地発育 菌間に焦性 ブ ドー酸以下の酸化能 には差

異が あ り, OX菌, Co菌 で は焦 性 ブ ドー酸 の完 全酸

化が不円滑 と考え られ るが,グ ル コース焦性 ブ ドー

酸間の酸化経路 には差異 はない もの と見做 された.

VI. 総 括 及 び 考 案

Sh. flexneri, St. aureusを 供 試 菌 と し, OX,

 Cu++, Co++, OX+Cu++, OX+Co++の 作用 を

前編 に引きつづき比較検討するため,こ れら添加物

を含む培地に継代 して馴らした菌体(静 止菌)の 性

状を比較 した.

OXは 種々の金属 イオンと錯塩を形成 してこれを

捕捉 し, Cu++, Co++は 菌の発 育 に必要な金属 イ

オンと拮抗すると考えられる.又OX-Cu, OX-Co

錯塩はOX, Cu++,或 いはCo++と は別な機構で

菌の発育を阻害すると推定されている.

従つてこれら添加物質を含む培地に馴 らした菌体

は,そ れらの作用に応じて性状に変化を来 している

と考えられる.

これら添加物質は何れも金属 イオンを捕捉,或 は

拮抗すると推定 されることから,こ れらを含む培地

に発育 した各菌は,金 属を含む酵素系,例 えば含鉄

酵素系の欠除内至は衰弱を来 している可能性もある

と思われる.

そこで,先 づ各菌についてカタラーゼ活性を比較

すると, OX菌 のみが活性低下を来 しており,特 に

Sh. flexneriに 於い て著 しく, OXがFe捕 捉力が

最 も強いと想像される.

次に菌体表面構造の差異を推察する一助 として,

カタラーゼ作用 に対 す るKCN, NaN3, HXAの 阻

害効果を比較すると, Sh. flexneriで はKCN, NaN3

による阻害は対照菌で著しく,他 の菌では比較的小

であり, HXAに よ る阻害はOX・Cu菌 では比較

的小である.又St. aureusで はNaN3に よ る阻害

はCo菌 で大であり, HXAに よる阻害は対照菌,

 Co菌 で大である.

このような阻害効果の差は,そ れら阻害剤の菌体

表面透過性の差によると見做 され,各 培地発育菌間

に表面構造に或程度差異があることがうかがわれる.

又各菌のO2消 費に対するKCN, MIAの 阻害

を比較すると,各 培地発育菌間に阻害度の差異が見

られ,こ れら阻害剤の菌体表面透過性の差異とは別

に,酵 素的性状特にH伝 達系にも何らかの差異があ

るものと想像 される.

更にOX菌, Cu菌, OX・Cu菌 のO2消 費に対す

るCu++の 影響 を見るとOX菌, OX・Cu菌 に於

けるCu++の 阻害はCu菌 よりもはるかに大であり,

同様にOX, OX・Co菌 のO2消 費 に対 するCo++

の阻害はCo菌 に於けるよりも大で あつて, Cu菌,

 Co菌 はOX菌, OX・Cu菌 又 はOX・Co菌 とは明

らかに状態を異にすると見倣 される.

次に各菌の基質別O2消 費量を比較すると,両 供
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試菌共 にOX菌, Co菌 で は焦 性 ブ ドー酸,コ ハ ク

酸,フ マル酸 を基質 としたO2消 費は対照菌 に比 し

著 し く低下 してお り, OX・Cu菌, OX・Co菌 で は

低下は比較的少 く, Cu菌 で は対 照 菌 よ りもむ しろ

大である.

而 して各菌のグル コース酸化に於 ける量的関係,

及 び これに対 するKCN,亜 砒 酸 の影響を比較す る

と, Co菌 で はO2消 費 に 対 す る グ ル コース消費

量の割合は対照菌 に比 し大 であ り,且 つ分解 産物,

特 に焦性ブ ドー酸の蓄積が大であ る.又OX・Cu菌,

 OX・Co菌 で は 対 照 菌 と著差 はな く, Cu菌 で はむ

しろ分解産物蓄積 は小であ る.

Sh. flexneri, St. aureus両 供 試 菌 に於いて,各

菌共,グ ル コース酸化 に於 けるグル コース→焦性 ブ

ドウ酸の酸化経路12. 13)に は差異はない が, OX菌,

 Co菌 で はグル コース酸化 に於 ける焦性 ブ ドー酸以

下 の完全酸化が不 円 滑 であ り.こ れはOXは 焦 性

ブ ドー酸 の完全酸化 に必要 なMg++, Fe++な ど と

結合 し,又Co++は これ らと拮抗す ることによ り焦

性 ブ ドー酸酸化を 阻 害 す る と推定 され,又Cu++

はCo++と は異 り,酵 素蛋白 自体を 変 性す ること

によ り菌 の発育を阻害す るもの と想像 され る.

而 してOX-Cu又 はOX-Co錯 塩 はOX, Cu++,

又 はCo++と は別の機構 で作用 し,恐 ら くErlen

myer5)の 推 定 した如 く,錯 塩 の中 心金属が酵素反

応 に必要 な金属 イオン,又 は酵素 と結合 した金属 と

人れ代 ることにより抗 菌性を示す もの と想像 され る.

V. 結 言

Sh. flexneri, St. aureusを 供 試 菌 と し, OX,

 Cu++, Co++, OX+Cu++, OX+Co++を 添 加 し

た培 地に継代 してな らした各菌の性状 を比較検討 し

て次 の成績 を得 た.

1. OX添 加 培地発育 菌はカ タラーゼ活性 が低下

してお り,他 の菌は対照菌 と大差 ない.

2. 各 培 地 に発育 した菌の間に阻害剤 の菌体表面

透過性に若干差異があ る.

3. OX菌, Cu菌, OX・Cu菌 はO2消 費 に 対

す るCu++の 阻害 度 を 異 に し, OX菌, C0菌,

 OX・Co菌 もCo++に よ る阻害度を異 にす る.

4. 各 培 地発育菌は グル コース酸化 にグル コー ス

酸化に於 けるグル コース→焦性 ブ ドウ酸の経路 に於

け る焦性 ブ ドー酸の経路 に差異 はないが,焦 性 ブ ド

ー酸 以下 の完全酸化能 を異 にす る.
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The Effects of Oxine, Cu++, Co++ and these Oxine Complexes

on Metabolism of Bacteria

Part II. The enzymatic properties of bacteria cultured

on Oxine, Cu++, or Co++ added media

By

Yukio EGUCHI

Department of Microbiology, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Sakae MURAKAMI)

With the use of standard strains of Sh. flexineri and Staphy. aureus taken from the 
departmental stock, the author carried out the serial transplantation through generations on 

the media that was added oxine , Cu++, Co++, the combination of oxine and Cu++ or that 
of oxine and Co++ in order to obtain bacteria adapted to respective media. Then the inves

tigation was made on the properties of the bacteria thus obtained. The results are following .
1) It was found the decreased activity of catalase by the bacteria grown on ox ine 

added media, but that activites of other other bacteria were maintained nearly normal.

2) It was revealed slight defferences between the permeabilities of inhibitor through 
the surface of bacterial cells cultured on different media .

3) The inhibitory effects of Cu++ on O2 uptake were varied by the bacteria cultured 

on different media added respectively oxine, Cu++ or oxine+Cu++. That effects of Co++ 

were also varied by the bacteria on different media added respectively oxine, Co++ or oxine 

+ Co++.

4) There was found no difference on the pathway of glucose metabolism resulting in 

pyruvate, but was noticed some difference in further oxydation of pyruvate.


